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4月から 6月にかけて正門から管理舎までと池から小田原厚木道路の下の 2

地区の樹木現況確認調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

い地区は、2015年 9月によろぎ会で調査し、樹木マップを作成した地区で、このマップをもとに

樹木の現況を 4月、5月に確認調査を実施。 
 

ろ地区は、今年度町が行う環境整備工事に先んじて、樹木保全となるように樹木現況調査を

6月実施。 
 

今後は、東京大学果樹園跡地活用協議会や二宮町、関係団体と連携して、東京大学果

樹園跡地の大きな魅力となっている樹木保全に努めたいと考えています。 

 

い地区 

ろ地区 
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4月 7日（水）、よろぎ会の 2名の方を招いて 2015年 9月によろ 

ぎ会で東京大学果樹園跡地の樹木を調べ、作成した樹木マップ 

をもとに解説をいただきながら、い地区の現況調査を行いました。 

 

2015年 9月のよろぎ会の調査では次の 3点が判明しました。 

◇大きい（樹齢がある）木が多い。 

 クロガナモチ、オオカナメモチ、アベマキ、ヒヨクヒバ等。 

◇珍しい木がある。 

 タラヨウ、イスノキ、オオカナメモチ、アベマキ、ボダイジュ。 

◇同科同属の木が植栽されて差異が観察できる。 

 モクセイ科モクセイ属、グミ科グミ属、モチノキ科モチノキ属、コナラ科コナラ族 

 

5月 3日（月）によろぎ会で作成した樹木マップに修正をいれたマップで最終確認を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この結果は 3頁、4頁の樹木マップのとおりです。高木で葉が確認できず、名前がわからない

木などもありました。 
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実験室 



5 

 

この 5年 7か月後の 2021年 4月 7日、5月 3日の調査でわかったことは次の通りです。 

◇既に枯れてしまっている、なくなっている樹木 
  ニオイヒバ           イヌマキ          ボダイジュ         ツルグミ 

  

  

 

 

 

 

 

 

  
 ミツデカエデ                 シュロ                 ケヤキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハイビャクシン          エノキ                斑入りマサキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アスナロ           サンゴジュ         ヒノキ        ドウダンツツジ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

  

 
 



6 

 

◇ほとんどの木が弱り、枯死寸前の木も多い。 
 支えをしているメイプルツリー     下の枝は枯れているハナミズキ     梅も枯死寸前 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

枯れた原因としては、不適切な枝の剪定や木が成長して名札などのロープが食い込ん

でいることが考えられます。 

この調査結果から早急な樹木保全が必要であることと不適切な剪定が行われないよう

に注意が必要です。 

また、名札の付け方を点検し、名札のヒモが食い込む懸念のある樹木は付け方を工夫

する必要があります。 

さらに、鳥が食べた実が糞として落ちて育った新たなエノキ、ムクノキ、マサキなどの木も

多く発見しました。 

4月 7日は天気も良くて、オオカナメモチ、里桜、イロハモミジ、ヤマモモ、ドウダンツツジ、

梨、カラタチなどの花盛りでした。 
 

オオカナメモチ                     落ちていたオオカナメモチの花 

 

 

 

 

 
 

里桜                 イロハモミジの花    ヤマモモの花 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

月桂樹の花       メイプルツリーの花      ハナミズキの花         タラヨウの花の蕾 
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アベマキの花                    梨の花                       

 

 

 

 

 

 

 

カラタチの花                                 ツツジの花       コデマリの花
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野草の花も咲いていました。 
ノアザミ           オドリコソウ       ヒメウズ       ヤブニンジン     ケキツネノボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 3日（木）、今年度町が行う環境整備工事に先んじて、樹木保全 

となるように、町の許可を得て、ろ地区の樹木現況調査を行いました。 

保全してほしい木は番号を書いた黄色いテープを貼り付けましたが、後 

日雨等ではがれてしまいました。 

東京大学二宮果樹園の頃、リンゴ園、桃園があったと想定される場所には、実からリンゴ、

スモモと思える木が現存していましたが、葛のつるなどが絡みつき枯れそうだったので、つるを

除去しました。 

 他もポールやネットにつるなどが絡み、入れない状態でしたので、道や斜面の周辺の樹木調

査となりました。 
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池から果物貯蔵庫までの道の東側は、種から育ったと想定されるイロハモミジの木がたく

さん存在し、幼木も多数ありましたが、スイカズラが絡みつき、アラカシの木も紛れ込んで、混

み入っている状態でした。 

 環境整備工事が実施されるとネットやポールが除去され、日当たりがよくなり、生育や紅葉が

きれいになると思います。幼木などは移植する方が樹木の保全になると思います。 

 果物貯蔵庫の前にはポポーの木があり、 この木の実の種から育ったと想定され木も十数本

ありました。こちらも幼木は移植した方がよいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

果物貯蔵庫から小田原厚木道路の擁壁に沿っての道は、東京大学二宮果樹園の頃

栗園があったと想定される場所には、栗の大木が 6本あり、見事な花を咲かせていました。 

 この道の両側の入り口付近にはノイバラ、続く道の両側には樹木が生い茂り、緑のアーチに

なっていて、アカツメクサやシロツメクサ、ケキツネノボタンの花が緑の草に映え、色とりどりで美

しく、雰囲気が良いので、自然散策道として活かしたいと思います。 

  なお、この道の南側の樹木はエノキ、ムクノキ、ミズキが多く、鳥が食べた実が糞として落ち

て育ったと考えられます。明らかに樹木同士が絡み、枯れそうなところは片方を伐採したり、剪

定する必要があると思いますが、ほとんどは保全活用したいと考えます。。 
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この調査結果は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もともと果樹園であったために果樹が多いので、様々な実が収穫できます。落ちた実をそのま

まにしておくと匂いが発生したり、見苦しいので、活用して、跡地の魅力をさらに高めていくことが

必要だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※写真等の提供は、まちづくり工房「しお風」 

 
 

 


